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 本研究は、2016 年から 2018 年度にかけて開講された ACP を受講した学生のコ
ミュニケーションスキルと言語不安尺度の関連性を明らかにするとともに、有効
性の検証をおこない 3 年間に渡って取り組んだ研究成果を報告することを目的と
する。「3 年間で集計された値」で分析した ACP 実施前と実施後の分析結果は、
CS の 6 因子のうち、「解読力（p=0.00）」、「自己主張（p=0.00）」において p
＜0.001 となり高い有意差が認められた。言語不安尺度においては、5 因子の下





                                                                 
1 神田外語大学 体育・スポーツセンター 




















教育哲学者 Kurt Hahn が提唱し、世界中で実践されている Outward Bound が基と
なっている。Outward Bound は人間教育を目指した教育であり、ACP は Outward 
Bound を元に、学校教育システムの中に導入するために開発された Project 
Adventure Inc.の手法とコミュニケーションスキルを高めることをねらいとした体































に良くあてはまる＝6 点、あてはまる＝5 点、少しあてはまる＝4 点、あまりあ
                                                                 
3 近藤真治・楊瑛玲（2003）：大学生を対象とした英語授業不安尺度の作成とその検討、JALT Journal、
Vol.25, No.2, 187-196 










CONTROL、REGULATION の頭文字、及び複数の s を付けた）モデルを採用し





 分析は「性別」、「学年別」、「学科別」、「年度別」毎に対応のある t 検定をおこ
なった。それらは IBM SPSS Statistics 26 を用いて統計処理を行った。危険率
は .05<p<.10 を10%水準における有意傾向（†）、p<.05を5% (*)、p<.01を1% (**)、









                                                                 
5 藤本 学・大坊郁夫 (2007)：コミュニケーション・スキルに関する諸因子の階層構造への統合の試










 本研究においては 1 グループの人数を 15 名以下とした。組織心理学を専門と
する英国ランカスター大学経営大学院教授のマイケル・A・ウェストは、組織に
おける業務遂行に必要最低限の 6～8 名は超えないようにするのが良いと指摘し
No 年度 対象者 実施目的 人数（名） ファシリテーターの人数
1 2016 社会人 職員研修 60
2 2016 学生 参加者間における交流及び現場を意識した縦と横の意思疎通、コミュニケーションの促進 400 3
3 2016 学生 クラス内におけるコミュニケーションの促進 30 2
4 2016 学生 留学生及び日本人学生合同授業における コミュニケーション促進のための雰囲気つくり 40 2
5 2016 学生 サークル内における意思疎通、コミュニケーションの促進 40 2
6 2016 学生 ACPの体験を通して、教育実習への準備をおこなう 60 2
7 2016 社会人 中間管理職の人材育成 500 6名×6回
8 2016 学生 全国外大連携プログラム　通訳ボランティアセミナーにおける参加者及び　実践場面を意識したコミュニケーションの促進 120 4
9 2017 学生 留学生及び日本人学生合同授業におけるコミュニケーション促進のための雰囲気つくり 130 2
10 2017 学生 基礎演習内におけるコミュニケーションの促進 20 2
11 2017 学生 学生間に置けるコミュニケーションの促進 40 1
12 2017 学生 サークル内における意思疎通、コミュニケーションの促進 40 2
13 2017 社会人 職員研修 30 3
14 2017 学生 ACPの体験を通して、教育実習への準備をおこなう 60 2
15 2017 社会人 中間管理職の人材育成 500 3名×6回
16 2017 学生 全国外大連携プログラム　通訳ボランティアセミナーにおける参加者及び　実践場面を意識したコミュニケーションの促進 120 4
17 2018 学生 クラス内におけるコミュニケーションの促進 40 1
18 2018 学生 サークル内における意思疎通、コミュニケーションの促進 40 2
19 2018 学生 留学生及び日本人学生合同授業における コミュニケーション促進のための雰囲気つくり 15 2
20 2018 学生 基礎演習内におけるコミュニケーションの促進 25 1
21 2018 教職員 大学内教職員を対象とした指導者養成講習会 10 1
22 2018 学生 ACPの体験を通して、教育実習への準備をおこなう 60 2






























                                                                 






























































































尺度である「自己主張」においては 9 項目（13 項目中）、「解読力」においては 8
項目（13 項目中）、「他者受容」においては 4 項目（13 項目中）、「自己統制」に




における緊張」においては 10 項目（13 項目中）、「状況不確かにおける不安」に
おいては 9 項目（13 項目中）、「低い外国語能力」においては 8 項目（13 項目中）、
「外国人との意思疎通の不安」においては 9 項目（13 項目中）、「低い第二言語



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 多くの因子において変化が見られた。「発話における緊張」においては 10 項目
（13 項目中）、「状況不確かにおける不安」においては 9 項目（13 項目中）、「低
い外国語能力」においては 8 項目（13 項目中）、「外国人との意思疎通の不安」
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